
CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

地
域
の
話
題

赤
羽
根
校
区

地
域
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
あ
げ
る

「
赤
羽
根
夏
祭
り
」

赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
の
お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

３
校
区
合
同
で
盛
大
に
「
夏
祭
り
」

　

赤
羽
根
夏
祭
り
は
、
か
つ
て
行
わ
れ
て

い
た
旧
赤
羽
根
町
の
「
夏
祭
り
」
を
懐
か

し
み
、
昨
年
か
ら
、
赤
羽
根
・
高
松
・
若

戸
の
３
校
区
合
同
で
開
催
す
る
祭
典
と
し

て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
開
催
で
は
、
会
場
と
な
っ
た
赤

羽
根
ロ
コ
パ
ー
ク
の
中
央
に
立
派
な
や
ぐ

ら
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
周
り
に
は

幾
重
に
も
人
の
輪
が
で
き
、
和
や
か
に
盆

踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夜
店
は
、
大
勢

集
ま
っ
た
浴
衣
姿
の
人
々
で
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、
手
筒
花

火
で
す
。大
き
な
音
に
降
り
注
ぐ
火
の
粉
、

そ
し
て
最
後
に
響
く
爆
音
に
、
観
衆
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

広
く
遠
州
灘
に
面
し
て
生
活
す
る
３
校

区
の
人
々
が
集
ま
り
、
協
力
し
て
開
催
し

た
祭
典
と
し
て
、
大
い
に
成
功
し
た
と
思

い
ま
す
。

「
夏
祭
り
」
で
深
ま
る
郷
土
愛

　

私
た
ち
赤
羽
根
校
区
の
「
校
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画
」
で
は
、『
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
中
で
、
生
活
環
境
や
都
市
基
盤

の
整
備
、
産
業
・
文
化
の
振
興
な
ど
調
和

の
と
れ
た
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
校
区
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
』
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
地
域
活
性

化
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま

す
。中
で
も
、

こ
の
「
赤
羽

根
夏
祭
り
」

は
地
域
の

人
々
の
連
帯

感
や
、
幼
い

子
ど
も
た
ち

の
郷
土
愛
を
深
め
る
た
め
に
も
、
大
変
意

義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
赤
羽
根
夏
祭
り
」
に
来
て
ね
！

　

昔
か
ら
い
る
人
、
新
し
く
こ
の
赤
羽
根

に
来
た
人
、
誰
も
が
楽
し
め
る
赤
羽
根
夏

祭
り
と
な
る
よ
う
、「
赤
羽
根
夏
祭
り
実

行
委
員
会
」
は
、
老
若
男
女
が
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
私
た
ち
手
作
り
の
祭

典
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

■
開
催
日

　

７
月
25
日
（
土
）
※
予
備
日
26
日
（
日
）

■
時
間

　

午
後
５
時
～
10
時

■
場
所

赤
羽
根
ロ
コ
パ
ー
ク
（
道
の
駅
あ
か
ば

ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
南
側
）

▲海辺の広場に建てられたやぐらに人々が集まります▲にぎやかな盆踊り
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▲実行委員会の様子。３校区の委員が集まって協議中
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